



池 内 正 直
いな くな った人物たち一
この作 品の第1章 か ら第3章 まで の``memorymonologue"(1)語り手の3人
の兄弟の意識 を支配 していたのは,言 うまで もな く彼 らの妹 あるいは姉 にあた
るCaddyCompsonであ った。 作者 自身 が しば しば語 ってい るとお り,こ の作
品 を書 き始め るきっかけ とな ったの がキ ャデ ィのイメー ジあ った しω,作 者の
心の空洞 を埋 め るための もの も,彼 女のイメージだ った(3}。だか ら,第4章 に
いたるまでは,こ とあ るごとにキ ャデ ィに関わる記憶が語 られ,そ れが原 因 と
な って,多 様な想念 が交錯 し,相 剋 し,葛 藤 し続 けてい る。
ところが第4章 にな る と,キ ャデ ィの名前 が語 られ る場面 は殆 ん どない。
ゴル フのプ レヤーがアシスタン トたち(キ ャディ)を 呼んでいる声 を聞 いて,
Benうめ き声 を出 し始 め るシー ンでω,度 重 なる泣 き声 にい ら立 った子守役の
Lusterが"Allright,den,_Youwantsomethingtobellerabout～...Caddy!
Bellernow.Caddy!Caddy!Caddy1"(5)という個所で始めて語 られ,し か もそ
の後は一度 も言及 されるこ とがない。 その うえ,ペ ンを愛 する唯一人の肉親の
この名前 が,こ こではただ彼 を苛む手段 と して もちい られ るに過 ぎない。 この
名前は,こ の章に登場す る他 の人物 の意識 や 口に登 るこ とはな いのだ。
この ことは,こ の章の語 り手が家族以外の者である ことに もよるであろう(6L
常 に示 唆す るこ との多 いフ ォー クナー論 を書 いてい るJohnT.Matthewsは,
この章 の語 り手 を"FAULKNER"と してい る(7)。実際前述 の よ うな作品の成
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立の事情 と考え合せる と,た しかに魅力的な読 み方だ。ただ,だ とすればなお
の こと,こ の章でキャディの ことが語 られることの少ないのが,気 になるので
はなかろうか。 それに して も,他 の章の語 り手の意識や記憶の中 にあ った物
が,こ の章 に入 るとにわかに少な くな っていることも,も う一つ同時に気にな
ることだ。む ろん,18年も前 に自殺 した長男のQuentinの名前がただ一回,
彼の母親の 口か ら発せ られ るだけであることは仕方ないだろう。 しか し,も う
一人のクェソティソの方は,こ の章の前 日までは語 り手たちの意識の中ばか り
でな く,実在の人物 として存在 していた。その人物が,こ の章の当 日には・姿
を消 して しま うのである。
そ こで本稿では,第4章 で,ま た この章の語 られ る1928年4月8日の時点
で,不 在 にな った もの(あ るいは初めから存在 しなかった もの)と,一 方 この




この時点で文字 どお りいな くな った人物は,キ ャデ ィや2人 のク ェソテ ィ
ソぱか りでない。父親のJas皿Compson氏やDilseyの夫のRoskusとその息
子Vershも死んだ り,家 を出て しまった。不平不満の塊 りで,利 己的で 自己
憐欄的な言葉ばか り吐いているコソプスソ夫人 も,第3章 の4月6日 には夫
の名を呼んで恨みや悲 しみをぶつけていたが(165)(9),本章では,そ の名前が
嘆 きの対 象 と して意識 され る こ ども,口 に され ることもない。 コソプ スソ夫人
の弟のMauryBascombも登場 しない し,こ の章 の人物 た ちの会 活や意識 の中
に も表 わ れない。 デ ィル シー の もう一人 の息子T.P.も,一 家の人たち とは別
の場 所(HurricaneCreek)にあ る「St.John's(教会)へ 出 掛 け て い て(280)」
不在 の ままにな って い る胸。結局 コソプスン家で取 り残 された のは母 と2人 の
息子 の計3人 だけ であ り,デ ィル シー 一家 もT.P.を含めて も4人 で あ り,合
計 して7人 だけで あ る㈹。 これ は,第1章 で読 み取 れ る一 家 を構成 してい る人
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数の,丁 度半分 にな った勘定 にな る。
少な くな った ものは,家 族の員数ばか りでない。 た とえば 日曜 日に墓参 りに
行 く人物 も同様なの だ。 第1章 の1910年代 にはT.P.(もし くはロスカス)が
走 らせ る馬 車 に乗 って,コ ソプ ス ソ夫 人 とべ ソ ジーが 出掛 け てい た。 だ が
1928年の この 日には,運 転 もままな らぬ ラス ター とペ ンが行 くだけ だ。 また
かつては,コ ソプスソ夫 人は花束 をかかえていた し,ペ ソジー も,デ ィル シ一一
の気遣いの お陰 で一茎 を手 にす るこ とがで きたが,こ の 日は折 れた水仙の花,
しか も小枝 を添 え木 に した無残な花が一 本だけである。
ペ ソに とっては数少 ない慰みの一つであ る火 も,こ の 日の朝 にはいつ もの よ
うに暖た か く燃 えていな い し(238),日中 には火種 も尽 きて 「殆 ど冷た くな
っている(267)。」 かつて彼が泣 き出 した時,彼 を慰め泣 き止めさせた幾 つか
の物 の内,こ の 日在 る ものは,「 白いサ テンの ス リッパで,今 は黄 ばんでひび
が入 って 汚れ た もの(280)」だ けであ る。 彼の食事 を操 る場所 が,第1章 の
diningroomからkitchenに(朝食245;昼食267,278)移って いる こ ともco,
彼の家庭 内で持 つ意味 の一層 の喪失 を意味 す るだ ろ う。なぜな ら,kitchenは
ただ単に,食 事 の用意 をす るデ ィル シーたちが食事 をす る ところであ るばか り
でな くit"lfyoudon'tbegood,you'11havegotothekitchen(12)"とい う母親
の言葉 にうかがえ るように,お しおきの場,つ ま り制裁,追 放の場で もあ るか
らだ⑬。
ベ ソに注がれ る愛情 が少 な くなった こ とを,最 も端的 に示 してい るものは,
この章 におけ る彼の名前 の呼ばれ方 であ ろう。(も ちろん語 り手 の立場 の違 い
のせいで もあ ろ うが,)彼 は一・貢 してベ ソジーではな く,'ペソ と呼ばれて いる
の だ か ら。 も っ と もN親 は,相 変 らず ク ール にBenjaminと呼 ん で い る が
(241,266)o









この家の時計の鳴 る数は,そ の時刻の数 よ りも3つ 少ない(ま たp.267)。そ
ればが りか,こ の時計は針が一本だけ しかないのだ。ここで も 〈半減〉 とい う
現象が見 られるのだくiD。
洗 に,ペ ソが生 きる過程 とは限 りない喪失の過程であることを詳述 したが⑮,
1928年のイースターの 日の コンプスン家その もの もまた,限 りない喪失 の様
相を呈 しているようだ。 もっとも,こ の章の視点が他の3章 と異 って"within
か らwithout"に移 ったために㈹,前 の3章 の中では意識 された り,見 聞 きさ
れていた ものが,こ の4章 になって,こ とさ ら言及 されな くな ったの も当然
であ り,こ こで特 に注 目するほ どの ことではないのか もしれない。味覚や匂い
への言及が(ク ェソテ4ソ 嬢の部屋の``faint/forlornscent(251)"を除いて)
少ないの も,そ のせいだろ う。 ただ他の章 にはあ った5感 の感覚 の表現が少
ないめは,そ れだけ人間的なぬ くもりの喪失 ということにも通 じるのではない
だろうか。 ・
が一方で,新 しい視点が作中に導入されたこ とによって,新 たに見えた り聞
こえた りす るものにも,注意 しな くてはな らない。以下では,そ の点に焦点を
当てて考察を進めてみ よう。
新 たに見えて くるもの一 一
第4章 の広 い視 野の導 入 に よ り,1928年当時 の コソ プス ソ家 をめ ぐる南部
の状況 が描 き出され て,作 品 が一層 リア リテ ィの強 い もの にな ってい る。(こ
う した側 面 が,Bleikastenの言 うとお り,フ ォー クナーが 〈ミメー シス型 〉の
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作 家 で もあ る ことのあか しにな ってい るのであ ろ うoカ。)こ とにMatthewsは,
新 著 『TheSoundan4theF"ry論』(1991)の中で,1928年頃の南部 社会 に見
られ るよ うにな った,黒 人たちの地位 を経 済力の 向上 とか傾,女 性 の立 場 や発
言 力の強化 とい った,変 動 の激 しい時代背景 を論 じなが ら,こ の作品 における
そ の ような側面 に焦点 を当ててい る個所 があ る⑲。 これ に よって,南 部 の 旧家
の コソプスソ家 の凋 落の有様 は,一 層対 照 的に,鮮 やかに極立 って くるのであ
る。 こ とに,第4章 で初めて 明 らかに な る もの の一 つ に,デ ィル シー の姓 名
があ るが("Sis'Gibson!Howyoudismawnin"〔258〕),コンプスン と脚韻 を
同 じくしてい る という点 は,両 者 の対照 を益 々強 く意 識 させる もの とな ってい
る㈲。
その他の背景的 な もの の中に も,こ の章 に至 って明 らか にな った ものが少な
くない。 自然 の風景 は,ペ ンの語 る章 同様 に相変 らずwastelandを思 わせ る
よ うなe'),"bleakandchili"(236)な情 景 で始 ま り灰 色の光 に覆 われ てい る
(236,238,241)。Devilのスパ イ と伝 え られるjaybirdが5羽ea,mulberryの
木 に飛ん で来 る(237,239)。こ こで はそ の他 幾つ かの木 に も名前 を与 え られ
て いる ・(pear〔251〕;locust,sycamore,〔258〕;oak〔259〕)が,まだ活発 な生命
力を見せては いない。 乾燥 の9月 の名残 りを留め て カサ カサ と して,「春は傍
らを黙 って通 り過 ぎて行 って しま ったかの よ うだ(258)。」春 には過 剰なほ ど
に香 るhoneysackle(279)も,まだ咲 いていない(も っ とも,強 烈 な匂 いは別
として,た とえ咲 いて も一般 に誰 か らも賞讃 された り喜ば れた りす るものでは
ないが)㈱。 その他 に見 られ る草花 と言 えば毒 草のjimsonweed(279)や,折
れたnarcisus(281)と,やは り不 吉 な イ メー ジ を伴 った もの ばか りだ。 これ
らは,視 点 が よ く見え るこ とに よって却 って,コ ンプスン家 をめ ぐる世界 の荒
涼た る様 子を示 す もの とな っている。
こん な灰 色の世 界 で も,時 間 が経 つ につ れて青 空 も見 えて くる(255)。そ
れ に して も,こ の章では,少 な くも他の章 よ りもか な り多 くの 色の こ とが語 ら
れてい るこ とに気付 くだ ろ う。 冒頭のパ ラグ ラフか ら,デ ィル シーの衣 服 に関
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してblack(hat),maroon(cape),purple(dress)とい った色彩が 目に入 って く
る斡。 また この 日初 めて登場人物 たち が外 か ら客観的 に描 か れて い るが,そ の
際西欧の作品 に よ く見 るように,人 物 の髪 の色や 目の色 も,一 々て いね いに表
現 さ れて い る。 ベ ソ の髪 はpaleandfineで,目は"palesweetblueof
cornflowers(244)J'であ るeS。またジ ェイスソはbrownhairにhazeleyesで
あ り,コ ンプスソ夫 人はwhitehairで目はdarkであ る(248,266)。夫人の衣
服 はblack(266)。ジ ェイス ソが助力を求め る保安官はiron-greyhairでgrey
eyesだ(267)。ク ェンテ ィソ嬢の部屋では"alittletoopink(251)"の下着 も
目に入 って くる。梨 の花(251)の 色 も直接言及 はな いが,読 者の 目には細 か
な 白い花の色 が浮 かぶ であろ う。 さ らに,色 合 いについては比較的描写 され る
ことの少な い,黒 人の肌 や 目について も,2人 の牧 師 うち一 方は"1ightcoffee
colour"もう一人 はblackと語 られてい る(260)。ラス ター が驚 ろ き脅 えた時
の表情 は,"Luster'seyesbackrollingforawhiteinstant(283)"とな ってい
る㈲。
その他"赤"に つ いては,ク ェソテ ィソ嬢 と駆 け落 ちを したサー カスの若 い
男のネ クタイの色で もあ る し,ジ ェイスソがサー カスの老人 ともみ合 って倒 れ
た時心配す る出血の 色で もある。 しか しこの色の存在 について は,ど ち らの場
合 も描写 がない。言及 はあ って も色は存在 しないのだ。 丁度 コソプソソ家の色
のない屋敷(paintlesshouse〔264〕)のように。 これ らは実体 が存在 しないの
に,読 者 には強 い残 像 を残 す もの とな っている。赤 とは対照 的な"青"はjim-
sonweedの差 してあ るガ ラス ビソの 色(279)。この毒草 が差 されてい るびん
も,元 来 は毒薬 がが入 っていた とい うこ とと,ペ ソの 目の"emptyandblue
(280)"の対 照 ぽ,本 稿 〔注一25〕に述 べた こ と と相い侯 って2重 にアイ ロニ
カル な こ とであ る。 つま り,〈無垢 で空虚 な 目の 色〉対(1)〈絶 世の 美女 の 目の
色〉 お よび(2)〈毒 を象徴 す る色〉 とい うコン トラス トが見 られ るか らであ る。
(と同時 に,ベ ソの空 白の色 に,前 述 のω と② の コノ テーシ ョンが加わ って,
一・種怪奇 な ゴシ ック的な意味合 いを読み込む こ とも可能 であ ろう。)
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色彩の他に見えて くるものの中で代表的な ものは,諸 家の指摘にあ るとお
り,冒 頭のデ ィルシーをは じめ,コ ンプスン家の人 々の容姿や容貌が,こ こで
初めて明確に表現 されていることだ。デ ィルシーは,「長い人生を感 じさせは
するが,コ ソプスン家の一員であることによって傷つ くことも病むこともない
気高い人物 として」,一方ペンは 「いかにも白痴 らしい」人物 として描写され,
その上語 り手の 「解釈や説明」 まで添えられ,い ろいろの物が一層明確に浮 き
彫 りにされる⑰。 コソプスン夫人 とジ ェイスソの顔かたちも,こ こで初めて明
らかになるが,後 者の髪形が 「漫画の中のバーテンダーのようだ(248)」と,
戯画的に捉 えられてい る点にも,語 り手の解釈がうかがえるだろう。そ してこ
の ことは,本 作品 の1章 か ら3章 まで とは全 く異 った視点を導入 したことが
生んだ意味の一つ として,注 目すべ きであろ う。つまり,余裕のある視点の捉
えた,ユ ーモア性 とで も言 うべ きものだが,こ れについては後で触れることに
したい。
新たに聞 こえて くEるもの
外か らの視点 を持 った第4章 では,人 の喋 る声の他にも,様 ざまの音 に意




これ がscreamしなが らwhirlup〔over〕し,や がてswir1して,``shriekpast,
andaway,theircrieswhippingawayalongthewind(252)"とな る閤。 なおこ
の不吉 な鳥の けたた ま しい鳴 き声 は,コ ソプスソ家の悲劇 の クライマ ックス と
も言 えるク ェソテ ィン嬢の失跡 が発 覚する前後 に聞 こえて いる。事件 その もの
の予 兆 としてまた象徴 と して,極 めて効果的 な音 にな っている。
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Bleikastenの本の 中に,フ ォークナー の表現 に込 め られた 〈詩 的電荷〉 を指
摘 して,彼 が メタフ ァー を極 めて重 ん じる作家 であ るこ とを述べて い る一節 が
ある。 つ ま り石 も花 も場所 も"reminderofhumanaffairs"であ り 〈見 え る も
のばか りでな くその奥 にあ る もの(heart〔core〕ofthings)〉が大事 であ る と
い うの だ㈱。 この優 れた学 者批評家 はさ らに,人 間 の肉体 や場所,建 物の持 つ
ア レゴ リー性 について言及 してい るが,我 々は その上 に 〈音 〔声〕〉の持 つ意
味 について付け加 えて もいいだ ろ う。
一時の不 吉 で物 々 しい音声が去 る と,あ た りの静け さを極立 たせ るかの よ う
に,自 動車 の音が聞 こえて消 えてい くし(252,262),教会 の鐘の 音が何 度 も
(259,260,268,270,271)聞こえて くる。教会 の歌声 も聞 こえる し(260),デ
ィル シー の歌 う讃 美歌 の一節 も(267),サー カ スの食 堂 で働 ら く老 人の鼻歌
も(273)聞 こえて くる。 これ らに交 って,デ ィル シー の聡 明で優 しい言 葉
や,和 やかな黒 人たちの会話 は,復 活祭の安 らぎ と秘 やかな希望 のバ ックグ ラ
ン ド音楽 の ように,聞 こえて くる。 これ らの音 は,こ の作家の従来の作品 の中
で持 っていたelegictoneよりも輌,一 層積極 的な意味 を持 って いる♂ フ ォー ク
ナーの世 界 におけ る声 の独 自性 に焦 点を当て,声 とその発声の主体 との分離 に
ついて,鋭 いメスを入 れたStephenM.Rossは,この黒人 たちの"voicedwrit-
ing"や"eyediarect",あるいは"folkphonetic"がsoundとして発声者 か ら
独立 して,powerfulでsonorousであ る こ とを指 摘 して い るtl')。この こ とは本
作品の この場面 に も当てはまるだ ろ う。 黒人の音声 その もの が,こ の安 息 日の
効果音 として大 きな役割 を果 してい るのであ る。 と りわけ,い わゆ る正用法 か
ら外 れた話 〔語 〕法 は,音 声 と してsonorousであ るば か りで な く,聞 いて い
る人の精神 の緊張 を解 く,一種 の ユーモアの効果 も持 つだろ う。 この よ うな語
法 は文 法の上 で も発 音の上 で も至 る ところに見 られ るが,"調 法"の いわば重
複 した表 現(た とえば 次の引用 に見 る3重 否 定)は,そ の内容 よ りも音声 そ







ここには,白 人 よりも一層大地に近い人間たちの素朴で汚れのない,し かもユ
ーモラスな言葉が,そ の音声の特質によって,一 層効果的に描 き出されている
のである。
ReverendShegogの説 教/音 声
黒人 たちの声 の中で も特 別 に重 要な意 味 を持 ってい るのは,SaintLooeyか
ら訪 れたRev'unShegogの説 教 であ る ことは言 うまで もないだ ろ う。 もっ と
もテキ ス トで僅か数頁 のEeasterServiceシー ンについては,余 り大 きな重要
性 を認めない人 たち もい る。た とえば,若 手のrisingstarの一人EricSand-
quistは,中味 の あ る哲学 が欠 け てい る と批判 し呼 コー ヒー ブ ラウ ンの肌 を
持 った美貌 のThaodiousDavisは,説教の シー ンの一種集団 ヒステ リーめいた
描 き方 を批判 して,黒 人の会衆 を稚 児拠 い して いる ように も思 える と述 べて い
るtlD。一方JamesSneadはシ ェー ゴグ師が,黒 人た ちに疎外 や孤 立か ら解放 さ
れ る こ とを可 能 に した点 を,評 価 して い る。 しか しこのS血eadにして も,
CreanthBrooksのように,こ の場 でデ ィル シーが永遠 に救 われ てい る と明言
す る よ うな論 評 を読 む と臼,そ の 楽天性 に我慢 が で きな くな る ようだ。 そ し
て,シ ェー ゴグ師の説 教 もやが て力を喪 う もので,い わば ジ ャズの ように一時
的 な 自己解放 を して くれ る ような ものだ ろ う と述 べて いる国。
この シーン を積極的 に評 価す る側の研究者 の読 み方 は,神 と永遠 に対す る啓
示 の瞬 間 であ り,communionの達成 と して意義 を見 る もの とかeo,黒人 の共
同体 をま とめ上げ結 束 させ,彼 らを一種 の 出エジプ ト記のイ スラエル人 になぞ
られて いた りす る もの があ る。 しか も この章 の語 られる4月8日 は,南 軍 の
Lee将軍 の降伏(1865)の前 日に当るanniversary,即ち"the`ending'ofsla－
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varyandthe`begining'offreedom"であ る とい う 読 み 方 を す るの で あ る国。
しか しそ れ に して も,Sandquistの評 も 全 く も っ と も で,シ ェ ー ゴ ク 師 の 説
教 は 内 容 面 で は 凡 そ 物 た りな い もの で,所 詮"asermonaboutthecrucifixion,
aboutthesheddingofthebloodoftheLamb,andaboutthetriumphant
Resurrection"tl9にす ぎ な い だ ろ う。 こ の 引 用 個 所 に 続 け て,当 のBrooksは,
要 約 して も無 意 味 な の で,こ の 個 所 の テ キ ス ト全 体 に 当 る べ き だ と述 べ て,読
者 の 寛 容 に 委 ね て い る 。 こ こ を 一 読 して す ぐ に は っ き りす る こ とは,シ 土一 ゴ
グ師の声調が3段階の変容を遂げるとv'う点⑰ 勢?㌍ 自照 噸
で 淡 々 と した 第1段 階 か ら,"asad,timbr6USquaiitsilikeanaltohoni(261)"
の色合 いを持 って"Brethrenandsisteten"と語 りかけ る第2段 階,1そして イン
トネーシ ョン も発音 も黒 人調で"Breddrenandsistuhn!(262)"と語 りか け る
第3段 階 であ る。
音 声 にっ いて鋭 い洞 察 を示 した 前述 のIRo$sは,この 説 教 の第2段 階 か ら
は∫'主体 が牧師では な く,"a!Voic♂にな って い る点 を指 摘 し,:実体 を持 つた
生 き物 の よ うな声の 力が,デ ィル シ ィーや会衆の深 い反応 を喚 び起 こ してい る
と述べて いるω。た しかに,会 衆 を陶然 とさせ,ベ ソに"raptinhissweetblue
gaze(263)"と,この 日の前後で は初 めての幸福感 を表 わ させ,デ ィル シィー
に涙 をぽ ろぽ ろ流 させ る力は,ま こ とに大 きな ものであ る。'そしてその力 を,
レ トリ ックや言 語 に よる もの で は な く,音 声 そ の もの に よる もの と論 ず る
Rossの説 は,十 分 に説得 力の あ る ものだ。 フ ォー クナーは 初期 の作 品 か ら一
貫 して,音 の持つ意 味や味 わいを も追 求 して きた作 家だ。TheSoundandthe
Furyの中 で も第2章 の ク ェン テ ィソは,音 に対 して格 別 に敏感 な人 物 として
描 かれてい るea。同 じ作品の第4章 の語 り手 も,前 述 の とお り,音 に対 して敏
感 であ る ら しい。だ とすれば シ ェー ゴグ師 の説教 の音 声 の持 つ偉大な 力に焦点
を当て,そ の意義 を照 らし出そ う とす るのは,極 めて 自然 の成 り行 き と言 って
よいだ ろ う。 それ に して も,TheSoundandthe.Fu7yは,この説教 とい う,幸
福 な シー ン で終 わ らな い こ とには 注意 が必 要 だ 。RosS自身 も"momentary
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ame1iolativeaffirmation"とい う言 葉 を 用 い て い る が,こ れ も デ ィル シ ー た ち
が 帰 途 に 赴 き,・コ ソ プ ス ソ屋 敷(paintlesshousewithitsrottingPOrtico〔264〕).
が 目 に 入 る と 同 時 に終 りに な るbつ ま り,ペ ソ の"whimper"に よ っ て 打 ち 消
さ れ て しま う の だ 。
ベ ンの泣 き声一一
音1(声)、に敏感 な第4章 の語 り手 に とっ1て,も う一 つ 聞 き流 す こ とので き
ない もの がある。言 うまで もな く,ペ ンの泣 き声 で あ る。 この作 品の タイ トル
は;し ば しば作品 の最後 の場 面 のペ ソの絶 叫 とも言 え る泣 き声("bellow"と
3回 表現 され,"roar"が1回使 わ れて い る 〔283〕)'との関連 で,意 味づ け ら
れて きた。 しか し,彼 の泣 き声 は,第4章 全体 に渡 って聞 こえて くるの だ。
食事 を要 求 した りデ ィル シイ.「に甘 える時,あ るいは泣 き声 の趣 く初期 に用い
られ る"whimper"の11回を筆 頭 に,単 な る"weep"(1回)ば か りで な く,
椅 子 に座 らされ た り屋敷 に(教 会 か ら)帰 って来 た り,ペ ンの お墓 で青 いび ん
に差 す 花 を捜 して いた りす る時 の,軽 い欲 求不 満 を示 す かの よ うな"moan"
(4回)な どが あ る。 辞 書 に よれ ば,whimperは小 犬 の 鳴 くよ うな声,moan
は牛 の鳴 くよ うな"as6ft・.lowsoundofpainor・9rief'1だとい う。 この程度 な
ら,語 り手 に とって もさ程 抵抗の無 い音の ようだ㈹。
ところが"bellow"(6回)と"wail"(6回)とい う音 は,語 り手 の意識 に強
くまつ わ りつ いて くるもの の ようだ。 それは,こ れ らに対 して,語 り手 が何 ら
かの説 明を施 した り,解 釈 を下 そ う としてい る ところか らも,判 断で きるだ ろ
う。 先ず"wail"については,次 の ように描か れて い る。 彼 が ラス タ 一ーに 娯 し





このwailingは,「何の意味 もない音」 と言 っておきなが ら,言 わ く言い難い
比喩に よって,説 明,解 釈の努力がなされている。普通の辞典の語義 〈風やサ
イレンな どの発するような音;悲 しみや苦痛のため発せ られる間伸び した音〉
とは大分違 っている ようだ。宇宙 の運行の狭間か ら聞 こえて くる抽象名詞
(time,injustice,sorrow)が音声化 したもの とは,一 体何を意味 しているのだ
ろうか。横ざまの解釈が可能であろうが,そ れに しても手がか りになるものは
(筆者には)な い。ただ単なるwailが荘大なイメージに結びついて,怪 奇な奇
妙さを帯びている印象が強 く残 るのだが。







こ こに も,ペ ソの発 す るwailの捉 え難 さが語 られて い る。 どうや らベ ソ の
wailは,signifyingnothingとは断 じ難 い ものの,意 味 され る ものは判 明 し難
い もの ようだ。 もっ とも,も っ と声高 かなbellowの後 で なだめ られてい る状
態の時 に使 われ る,f・"一i－時的な意味合いを持 ったwailもあ るが。
もう一方 の ・・belloW"とい う音声は,先 ず ク ェソテ ィソ嬢の家 出 を した直後
の,∫・decayinghouse"の中で聞'こえて くる。 これ は,語 り手 に よる と・ ただ
"meaninglessandsustained(253)"と説 明され るだけだ。 しか し次の場面 ・
つ ま り(本 稿の始 めで も言及 した)泣 き止 まるペ ソに苛立 った ラス ターが,故
意 にキ ャデ ィー の名前 を呼んで,"Bellernow,Caddy!Caddy!Caddy!"と言
っている場面 と,先 に述べた作品 の結 末のbellowの場 面で は,一 層 詳 しい描







どの引用個所 も,ま こ とに嵐 の ご と く凄 じい泣 き方 であ る。第4章 は,見
方 によっては,泣 き声のオ ンパ レー ドの章 とも言 える くらいだ。 それ らの表わ
す もの は,欲 求,甘 え,不 満,不 快,反 抗,憤 怒,不 安,苦 痛,悲 哀,恐 怖,
絶 望,そ して暖昧な どな ど。 こん な第4章 は,ま ことにTheSoecndandthe
飽 η の最後の章 にふさわ しい,内 容 と言 うことがで きるだ ろう。 ただ しか し,
この作品は,ペ ソの泣 き声 で終 っているわけで もない。






用い られていることに注意 をしておきたい。 これは名詞が羅列され,殆 ど対句
的に用い られているためであろう。が同時に,語 り手の意識の中では,ペ ソの
通 り過 ぎて行 く途中に存在するすべてのものが,個 々に独立 して立 っているの
ではな く,何か抽象的な存在,た とえば 「秩序」 とい うものの,部 分 として組
み込まれているというイメージがあったからではないだろうか。
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それに して も,あ の凄 じい怒号の直後に,こ の様な静けさを取 り戻す,殆 ど
唐突 とも言える回復力は,こ の作品の一体 どこに由来するのだろうか。ジェイ
スソに同情的な批評の中には,こ の場面でラスターのペソに対する"teaseや
trick"を中断 させて㈹,秩序を取 り戻す方法を講 じたのは,他 な らぬ彼の力で
あると述べて,ジ ェイスソの存在の意識を大 き くとらえるもの もある㈹。た し
かに,ジ ェイスソが激 しい怒 りを示 しながらも,馬 車をしかるべ き方向に転換
させたためではある。また同時に,ペ ソの泣 き声その ものが,元 々深い意味に
根 ざ し)eもの で は な く,殆 ん ど"signifyingnothing"であ り,永 続 性 の な い も
のだったためなのか もしれない。ほんのただ一時的な ものだったためなのかも
しれない。 さらに,前3章 に引 き続 き冷 えびえ としてペ シミステ ィックな面
の強い第4章 の中か ら㈹,見えた り聞 こえた りして くるものの内には,マ イナ
スのイメージを伴なったものばか りでな く,プ ラスのイメージを持 った もの
も,少 なか らず潜んでいることが,そ の原因になっているのか もしれない。色
彩の点でも多様であるし,シ ェーゴグ師の一節 も,終 末の近いコソプスソ家の
へ
物語 に救 いを与 えて くれ る。デ ィル シーの叡知 や勇気や愛情 も,そ の役 目を果
して い る し,の どか な黒 人 た ち の言 葉 がか も しだ す,穏 や か な"folkexis-
tence"や"pastoralinnOCenCe"も90,大きな プラスの雰囲気 を もた ら して・ こ
の第4章 の もう一つの面 を支 えてい る。
だ が以上の こ とに劣 らず注 目 した いの は,第4章 は他 の章 と異な り,ユ ー
モ ラスな描写 が一層 多 くな って い る とい う点 であ る。第3章 の ジ ェイ スソに
見 られたウ ィッ トやアイロニー に富 み,時 には ピカ レスクな ユー モアが,こ の
章 で も相変 らず横溢 してい る鯛。 また この章の終 りのあた りでは,ジ ェイ スソ
の振 る舞 い が,ス ラ ップステ ィ ック的 に戯 画化 して語 られ る。Mottsonでサ
ー カー スの一 団の老人 との取 っ組み合いの場面 も,そ の典型であ る。 しか も丁
度 この時刻 には,Jeffersonでは シ ェー ゴク師の あの熱烈 な説教 が説 か れてい
る頃 に当る こ とを考 え合わ せ る と,絶 妙 のコン トラス トである。 さ らにジ ェイ
スンがその町 か らJeffersonへ帰 る車 の運転 を代行 す る黒人か ら,報 酬 を(当
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初の1ド ルか ら)4ド ル に吊り上げ られ るところも㈹,白人対黒人のお定ま り
のパタンを逆転させた喜劇的シーンだ。逆転 を喰 らうと言えば,折 角貯めた金
をクェソティソ嬢に"奪 い返 される"こ と自体,最 大のスラップスティック と





この章 の語 り手は,コ ソプスソ夫人 もペ ソ も戯画的 に描 き出 してい る。 本章
冒頭 に描 かれ るデ ィル シー も,新 しい帽子 を無格好 に覆 った ラス ター(256)
も,"歳 を とった猿 の ような顔 の(260)"シェー ゴグ師 も,カ ラーの上 のあた
りの"首 下 が幾重 に もた るん でい る(260)"地元 の牧 師 も同様 に,距 離 を置
いて眺 め,い ずれの人物 を も慈 しむ よ うな 月で眺めて い る。 そ う言 えば,人 間
はpatheticなものを笑 う と言 ったのはt.言うまで もな く,フ ロイ ドだ った軌
この ような 目を持 った語 り手 の手 にな る第4章 であ るだ け に,他 に も同様 な
パ タンの滑稽 な場面 を描 き取 ってい る。 ノ コギ リの音 楽 に愚かれた ラスターの




な おこの語 り手は,単 に優越 的な立場 か ら人物 たち を眺めて,ユ ーモ ラスに
描写 して いるだけでは終 らない。 ここには,人 間が深 刻 に物事 に対処 して,つ
い機械的 な反応 を起 して しまうこ とか ら生 まれ るユー モア も,き ちん と描 き取
られてい る。 た とえば,早 朝 デ ィル シー がコソプスソ夫人の対応 に迫 られて・
空の湯 た んぽ を持 ったま ま階 段 を上 って い くとい う何 気な い シー ン も(241-一
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ここでは,一 方はクェソテ ィソの身の安全をひたすら思いやってい るのに対
し,他 方は息子にkeyを取 られた ことだけを,嘆 いている。 この両者の意識
の齪擬から,ユ ーモアが生 じているのである。
この章におけるユーモラスなシーンを,こ れ以上一一々 指摘 しても,あ ま り意
味はない。この章の描写の特質 として,一 定の距離感 と客観性があること・そ
して人物や物事を,悲 劇的にではな く,ゆ とりを持った態度で見つめるまな差
へ
しがあ るこ とを,認 め るこ とさえで きれば よいの だ。そ して この特色が,こ の
作品全体 の中で,一 層のpoliphonyを織 りなす効果 を持 ってい るのであ る。
最終章について 終 りに
TheSoundandtheFu2yの第3章 までは,深 いペシミズムに覆われている。
白痴,自 殺,離 婚,死 病気,悪 意,そ して一家の没落等 々と。ジェイスソが
第3章 で放つ機知や毒舌 も,救 い ようのないニヒ リズムを潜ませている。そ
れらに続 く第4章 も,第3章 に共通 した暗 さが横溢 している。 コソプスソ家
の落剥振 りや,家 族の人間関係の解体振 りは,益 々はっきり分 って くる。それ
をはっきりさせるものは,前 の3章 までにあった ものが,4章 に至って姿 を消
していることに現われている。クェソティソの失踪は,そ の極みである。一方
また,こ の章で初めて現われた ものによって も,コ ソプスソ家の崩壊ぶ りを浮
かび上 らせるものがあった。それは特に,そ の発声者 とは独立 した様 ざまの音
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に見 られ るのであ る。中 で も本章 の凡 ゆ る個所 で聞 こえて,結 末 で最 高潮 に達
す るペ ンの泣 き声ほ ど救 い難 い ものはない。
しか しこの4章 には,も う一 つ の色調 が ある こ とは,重 要 であ る。 つ ま り
前章 とはまた別様 の色彩 や音の こ とであ る。 ことにシ ェー ゴグ師 と黒人たちの
存在 やその声 な どであ る。 これ らの持つ効果,PhilipWeinsteinの言葉 に よれ
}ま,"thistranquilizingcounterpoint-thiscalmblacklens,atoncecomicand
normative"がei),作品 全体 を単 に人 間史 の暗部 を見 せ るだけ の もの と して終
らせていない。 これだけで も作品 に重厚性 を与 えてい るが,さ らにユー モアの
要素 も忘れ るこ とはで ぎない。 これ らの持 つエネル ギーが作品 がペ ソの怒 号で
終 らず に,極 めて あえかな ものではあ るが,一 時の秩序 と静寂 の中で,作 品 を
閉 じさせ る力 にな って い る。
TheSoundandtheFu7yは,キャデ ィを中心 に据 えた,コ ソプスソ家の限 り
ない喪 失の物 語 りとい う面 を持 って い る。 と同時 に,こ の作 品 には もう一 つ
の,卜 ーソ をは るかに抑 えたス トー リー が あ る。 そ れ が ギ ブ ス ソ家 を巡 る もう
一 つの グループの温か な物語 りなのであ る。 この物語 りが,中 心 にな ってい る
主題の起伏 を一層豊 かに した り,痛 切に した りしてい る。 それがは っ きりす る
この作 品 の第4章 は,ミ メー シス タイプの作 品の,プ ロ ッ トの 展開 と結 末 と
して重要 であるばか りでな く,作 品の世界の厚みを高め るため に も,大 きな意
味 を持 ってい るのであ る。
〔Notes〕
(1)"interiormo蓋ologue"や"streamofconsciousness"とい う従 来 の 言 い 方 に 変 っ て 用










(3)作 者 自身 の 発 言 に つ い て は,た とえ ば 作 者 自 身 が1933年に 書 い た"AnIntroduction
to`TheSoundandtheFury'"inJamesB.Meriwether(ed.),AFattlknerMiscellany
(Univ.PressofMississippi,1974),p.159.
(4)こ の よ う に 名 前 の 類 似 ・同 一 性 が も た ら す 混 乱 が 生 み 出 す 滑 稽 味 は,Jaso皿や
Quentinの場 合 に も見 られ る。 こ とにMrs.Compsonの 発 言 の 中 で(代 名 詞 の 指 示 す
る もの の 混 乱 と と も に)よ く見 られ る。
(5)WilliamFaulkner,TheSoundandtheFury(1929;Penguin,1986),p.280.以下 の 引
用 は こ の テ キ ス トに も とつ く。
(6)こ の 章 のharratorにつ い て は,全 知 の 視 点 を 持 った 人 物 とい う説 か ら,読 者 の 視 線
とい う説 に 至 る ま で 多 様 だ が,そ の あ た りを 要 領 よ くま とめ た もの と してcf.James
A.Snead,FiguresOfDt'vision:MZilttamFaulkner'sMaJ'orIVovels,(Metbuen,1986),p.




(8)な お,Benjyの 年 令 に 対 応 し た 考 察 を通 して も;同 様 に 様 さ ま な もの が,質 量 と も
に 少 な くな っ て い る こ とが わ か る 。cf.拙稿rTheSoundandtheFuryのBenjy－そ の
感 覚 を め ぐっ て一 」,『明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻224号,(1990.3),Pp.77～98.




⑩T.P.と い う妙 な 名 前 の 意 味 は 今 も って 未 詳 。 ま た 彼 が な ぜ 近 所 の 教 会 で な く町 の
北 方5マ イ ル のHurricaneCreekまで 行 っ た の か も未 詳 。 な お この 教 会 の 属 す る宗 派
との 関 連 もCalvinS.Brown,AGIossaryOfFaulkner'sSouth,(Yale,1976),p.189.,p.
107.の範 囲 内 で は 未 詳 。
回 だ とす れ ば,作 品 の 第3章 冒 頭(P.163,P.169)でJasonが 「養 って い る6人 の黒
ん ぽ 」 とは,Dilsey,Luster,T.P.,Fronyの他 に誰 の こ とか6作 品 に は 出 て こ な い
Fronyの夫 と,Memphisへ 出 て い っ たVershの こ と か,そ れ と もBenjyとMiss
Quentinのこ と か 未 詳 。 筆 者 は 後 者 の 両 名 を カ ウ ン トした い 。 な ぜ な ら・Benjyの食
事 の場所 がNegroと同 じkitchenであ る こ とや(3,4章)・Jason.はQuentinの行動 を
``likeaniggerwench(i71)"と見 て い る こ とな どか ら判 断 して であ る。
回 た だ し,第1章(4月7日)の 前 日に当 る第3章(4月6 .日)でも,Benはkitch'
enで昼 食(199)も 夕 食(228)も 摂 って い る。 朝食 は不 明。 だ が これ も,作 者 の 勘
違 いの 一例 と見 てい いだ ろ う。
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㈹ 『嵐 が 丘 』 で も悪 戯 を した 子 供 が 台 所 に 閉 じ込 め られ る場 面 が あ る とい う。 が 川 口
喬 －r小 説 の 解 釈 戦 略 一 「嵐 が丘 」 を読 む 』(福 武 書 店,1989),P・200・
ω 物 理 的 な 数 の 減 少 や 半 減 だ け が,こ の 時 計 の 場 面 の ポ イ ン トに な って い る わ け で は








問 この こ とは ま た,Fronyが 着 て い る 絹 の ドレ ス か ら も類 推 で き よ う。 こ の 服 をDil・
seyが"6weeks'work(257)"と述 べ て い る が く当 時 の 綿 製 品 の 値 段 が未 詳 な の で)
今 日の 基 準 で 判 断 す れ ば,そ の 製 品 を6週 間 の 給 与 で 買 え る とす れ ば,ま ず ま ず の所
得 と言 え よ う。 も っ と も"ABearHunt"に よ る と1920年頃 のAsh(黒 人 男 性)の 所
得 は 週2ド ル(1940年 頃 の5分 の1)で,昼 食(``twobitsworthofindigestion〔190〕
")7～8回 分 に しか な ら な い 。 ま た こ の 頃 の 白 人 の 夜 警 員 の 月 給 は125ド ル(The
Town),駆け 出 しの 投 手 は200ドル(R.Lardner,YouKnowMe,Al)のよ うな 例 が 見
られ る が 。






閤ibid.,P.105.マイ ナ ス の イ メ ー ジ を 持 った 例 と して は,"BamBurning"での 泥 ん こ
道 を 連 想 さ せ る もの が 思 い浮 か ぶ 。
⑭ こ の 色 彩 はroyalcolorであ る こ と に つ い て,A、Bleikasten,TJteMostSplendid
Failttre,P.239.
㈲Benjyの 目の 色 に 関 して,Bleikastenは(ibid.,P・239・で)innocenceの象 徴 と述 べ
て い る。 一 方 この 目の 色 は,〈 絶 世 の 美 女 〉 を 表 現 す る時 の パ タ ン で あ る こ と を考 え
合 わ せ る と,極 め て 皮 肉 な 配 色 と言 っ て よい 。cf."Hereyeswerecornflower,arare
color"(ReymondChandler:TheLon8・Goodbye(〔1953;Vintage,1988〕p.89.)また,
JamesThurber,"ThePrincessandtheTinBox"の富 豪 の 王 女 も同 様 の 目の 色 を して
い る。
固"eyesbackrollingforawhiteinstant"とい う よ う な,〈 転 移 修 飾 語 〉 の 多 い もの も,













働3重 否 定 文=否 定 文 を 用 い る の は,黒 人 だ け で は な い 。"DrySeptember"の 床 屋 も
"laintaccusingnobodyefnething"と言 う し
,``Hewon'tgitnotenbushelsneither"
("BarnBurning")と 言 うpoorwhiteも い る 。 な お,4重 否 定 文 を 使 う 黒 人










㈲C.Brooks,V巧 ∫輪 形1吻 郡1勧ρτTJieFirstEncounter,(Yale,1983),p.74.





(4版)等 に 基 づ く。
(49Lusterが``swung〔thehorse〕totheleftattbemonument(283)"した の は,Benjy
をteaseす る た め と か,他 の 黒 人 た ち に 見 せ び ら か す た め ば か り で な く,恐 ら く右 方
向 を 見 て"DarMrJason'scar(283)'sと認 め た か らで あ ろ う。(今 で も右 折 して 三,
四 軒 目 に,Jasonの勤 務 先 の モ デ ル に な っ た 店 が あ る 。)
困JamesM.Cox,"HumorasVisioninFaulkner,'inD,Fowler&A.J.Abadie(ed・),
FautlenerandIlumor,pp.19-20.




figureとして 扱 わ れ て い る 。
㈲T.M.Davis,"FromJazzSyncopationtoBluesElegy:Faul㎞er'sDevelopmentof
BlackCharacterization,'in」飽 嬬 πθγ砲4飽ce,p.84.,P.M.Weinstein,砿c∫『.,p.174.
㈹ フ ォー ク ナ ー の 全 作 品 の 中 でthemosthumorouspiecesの一 つ に数 え る人 もい る
(J.M.Cox,砂c∫').,P.8,また拙 稿fTheSoundandtheFttryのユ ー モ ア 」 『明 治 大 学
教 養 論 集 』 通 巻153号,(1982),pp.61-83、
㈹ この 直 前 の 場 面 でJasonが2人 の 黒 人 青 年 に 交 渉 した と こ ろ,``Theymurmured
again,laughing(277)"とい う－i節が 続 き,結 局 断 られ る 個 所 が あ る。 こ の2人 の 会
話(murmurとlaughing)の内 容 は どん な も の だ っ た の だ ろ うか 。 テ ク ス トに は 何 の
言 及 もな い が,こ の こ とに つ い て1990年度 の 明 大 英 米 文 学 科 の 学 生 の 傑 作ideaの 幾
つ か を 引 用 して お きた い 。
㈲ 値 を っ り上 げ て や ろ う と して,「 そ り ゃい い 」 と思 って い る(T.加 藤)(イ)その よ う
な 取 引 きの 相 場 も知 ら な い,変 な 白 人 に は か か わ りあ い た くな い と い う 気 配(Y.村
治)(e7)1ドル じ ゃ 他 の こ とを した 方 が ま しだ と言 っ て い る(Y.柿 沼)㊤ 「仕 事 な ん か
な くて ヒ マ で も 白 人 の た め に 働 くな ん て や 一 な こ っ た 」,「お まえ の 仕 事 な ん て 女 遊 び
だ ろ 」(M.武 田)因A:な ん か ケ チ そ うな 旦 那 じ ゃ ね え だ か 。1ド ル や ろ うな ん て い
っ て て も,く れ る か ど う か わ か らな い ん じ ゃね え だ か 。B:さ ん さ ん 文 句 つ け た 挙 句
に 「車 を 盗 も う と した 」 とか 言 い が か りつ け られ そ う じ ゃね えか 。 そ れ に して も1ド
ル だ と よ。(S.村 田)
㈹JamesE.Bunselmeyer,``Faulkner'sNarrativeStyles"inAmericanLiterature
(Nov.,1981)pp.440-1.
li)PhilipM.Weinstein,inD.Fowler&A.J.Abadie(ed.)Fat{llenerandRacep・174・
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